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園神戸は全国にさきがけて海外からの文化をいちJ I L くとり入
れて来たインターナショナル･ シティ。
山と海に囲まれた温暖な気候風土の中で、多彩な文化を育
くみ、豊かな生活をエンジョイして来た神戸っ子たち。神戸
をこよなく愛する神戸っヨーｂ
そういう神戸っ子たちのクラブ、ｒ神戸っ子倶楽部」が今、

誕生します。
神戸をさらに文化の香り豊かな街にするために､ . 神戸の生
活文化のバックグラウンドの質を高め、より豊かなより楽し
いライフスタイルを生み出す神戸っ子倶楽部。
それは神戸のファンクラブです。

回神戸っ子倶楽部の会員には素敵な特典があります。
会員の方には「月刊神戸っ子」を１年分お届けします。神
戸っ子倶楽部の会報として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、
「神戸っ子倶楽部ニュース」を毎月掲戦、会員の動きなど様

々な楕報を提供します。
さらに年に二回、文化性の高いイベント（コンサート. ､ 光

術展・演劇など）に特別割引または無料でご紹侍いたします。
眉神戸っ子倶楽部では、ただ今、会員を募集しています。年
会費（入会金を含みます）は１万円です。入会と同時に会員
証をお渡しし、その月から「月刊神戸っ子」を毎月お送りい
たします。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ｢ 神戸っ子倶楽部｣ 。
あなたもご入会になって、豊かな神戸っ子ライフをお楽しみ
になりませんか……。

回入会申込・お問合せは－
神戸っ子倶楽部事務局／〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル９Ｆ

（月刊神戸つ子縞集室内）念( 0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6
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Ｔ侭ＬＯ７８骨9 6 5 - 2 2 4 4

慌瞳市観王塚m Ｊ７－８
ＴＥＬＯ７９７－２３－２６０７

舞子焼・末汎窯

南汎
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一
九
九
○
元
日
一

神戸市Ⅲ[ 雛区佐吉山手３－２－２１
T E L O 7 8 - 8 1 1 ←1 6 0 1

灘蒸蕊撚蕊蕊熱蕊繊溌蕊 砿
打
切
．

●
《
Ｇ
」
恥
《
●

鈴
『
切
謡

．
。
Ｆ
Ｌ
Ｄ
ぷ

ぴ
吟
錦
、
叩

嫁
沸糊熟織り

》
●
●
●
｜

・
・
Ｌ
●
、
。
》
、

鋳
〈撚．

Ｌ
魂
生
ず

苧
■
《
●
Ｇ

・
恥
ｒ
ｏ
』
亀蕊鐘い評近墨。》

曇
、
ノ
龍
Ｆ

弥
涛
．
Ｊ
』》

学校法人行吉学園
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理事長･ 学長行吉哉女
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神戸市憂田区片山町４－２－l
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あなたを､ 新発見
専生池坊泉会

家元諸泉陽子
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尾上菊見
須磨寺

小池義人

神戸市須嵯区須膳寺m - 6 - 8
T E L O 7 8 - 7 3 1 - O 4 1 6

神戸市来職区御影山手1 - 1 3 - 4
T E L O 7 8 - 8 8 1 - 0 7 6 0
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ギャラリー＆瑚誹サロン

兜子館
代表者赤尾恵以
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関西日印文化協会
神戸市北区鈴I M I 台収町9 - 7 - 2 6

学校法人福富学園
明石短期大学長

神戸ファッション専門学校
校長福富芳美
神戸市中央区国香通1 6 - 7
T E L O 7 8 - 2 4 1 - 8 6 1 1

神戸市東須膳区平田町1 - 1
ＴＥＬ0 7 8 - 7 3 5 - 3 2 5 6

遊呂【・人電｡ 』津一・

武田芳一
神戸市兵叩区, W ;蝿I H T 1 - 3

T E L O 7 8 - 3 5 1 - 2 3 3 0

株式会社梅田画廊

会長土井憲治

社長野呂好徳

( 社) 能楽協会神戸支部

吉井順一

未生流玉光

家元谷村晃甫

神戸市須磨厩須磨寺町4 - 4 - 6
ＴＥＬ0 7 8 - 7 3 1 - 2 1 9 3

束京都渋谷区上原3 - 1 7 - 1 5
ドムス代々木上原2 o 2
T E L O 3 - 4 6 5 - 3 6 8 7

神戸市中央区多側辿3 - ］
湊川神社神能殿内
T E L O 7 8 - 3 7 1 - 1 3 5 8
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質
の
高
い
舞
台
と
観
客
に
よ
っ
て

成
立
す
る
演
劇
。
東
京
の
小
劇
場
ブ

ー
ム
と
対
象
的
に
関
西
で
の
公
演
は

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
オ
フ
・
ブ
ロ
ド
ウ
エ
イ
の

ロ
ン
グ
ラ
ン
作
品
〃
ヴ
ァ
ニ
テ
イ
ー

ズ
″
を
神
戸
で
上
演
し
よ
う
と
す
る

企
画
集
団
「
ナ
ウ
ア
デ
ィ
ズ
・
レ
デ
ィ

ー
ス
フ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
が
誕
生
し
た
。

「
観
た
い
モ
ノ
」
は
自
分
で
つ
く
る

西
尾
皆
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
中
心

に
、
俳
優
、
脚
本
、
舞
台
監
督
…
す
ぺ

て
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
手
掛
け
て
い
る
。

「
地
元
発
の
演
劇
を
」
と
熱
い
夢
を

も
っ
た
彼
女
た
ち
が
恨
月
押
日
、
新

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で
の
本
番

を
前
に
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
を
含
ん
だ

記
者
会
見
を
行
う
と
い
う
の
で
協
力

し
ま
し
た
。
人
と
人
と
が
出
逢
い
、

集
い
、
何
か
を
生
み
出
だ
す
〈
ソ
サ

エ
テ
ィ
〉
の
ス
タ
イ
ル
こ
そ
、
私
の

店
の
望
ま
れ
た
使
い
方
で
す
か
ら
。

押
日
，
盛
大
な
拍
手
と
共
に
幕
を
下

ろ
し
た
〃
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
″
の
成

功
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た

ス
タ
イ
ル
を
広
げ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

〈
総
支
配
人
・
小
山
靖
雄
〉

ア
三
三
一
く
、
刀
の
ア
カ
く

『
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間
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
私
ど
も
は
そ
の
一
角

■' 9 0 新春メッセージ、

／１０１/医舶8否

森本泰好
< 神戸地下街株式会社専務取締役〉

神
戸
地
下
街
株
式
会
社

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
１
旧
・

公
０
７
８
１
３
９
１
１
４
０
２
４

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

得
・
時
間
・
情
報
の
三
つ
を
十
分
に
手
に
し
た
市

線
ら
し
い
工
夫
券
一
こ
ら
し
ま
す
。

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
開
業
は
も
う
少
し
先
に

し
た
。
こ
の
新
し
い
時
代
に
、
三
富
は
生
活
文
化

腿
は
、
行
動
様
式
を
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
い
ま

な
り
ま
す
が
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
へ
続
く
導

｛
毒
骨
冒
丙
掘
一
○
ヶ
凹
匡
『
四
目
Ｑ
四
○
一
号
○
○
四
匡
壁

の
根
拠
地
と
し
て
、
全
国
に
話
題
を
提
供
し
続
け

と
サ
ン
こ
う
べ
を
結
ぶ
新
し
い
地
ド
街
の
工
事
も

な
み
ず
き
〃
と
も
ど
も
ご
愛
用
ド
さ
い
。

題
の
ツ
イ
ン
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
”
は

の
顔
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
宮
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
魅
力
は
梅
田
と
違
い
、

粧
直
し
を
し
て
３
月
２
日
再
出
発
、
ウ
イ
ン
デ
ィ

３
ヶ
月
間
、
田
村
孝
之
介
展
を
企
画
中
で
す
が
、
話

野
・
三
宮
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
、
新
し
い
快
適
空

そ
ぞ
ろ
歩
き
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
新
神
戸
・
北

さ
わ
し
く
多
様
な
情
報
発
信
機
能
を
整
え
、
神
戸

、
ハ
ウ
ス
を
大
切
に
育
て
て
ゆ
き
ま
す
。
３
月
か
ら

－
三
宮
の
一
員
と
し
て
、
遊
・
知
・
美
の
時
代
に
ふ

い
ま
消
費
革
命
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
所

に
一
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
公
開
異
人
館
ホ
ワ
イ
ト

帥
年
を
迎
え

新
し
い
神
戸
の
誕
牛

Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
前
に
開
発
‘
中
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

今
年
、
さ
ん
ち
か
は
開
業
妬
周
年
を
迎
え
、
化

坊

「
」

、 ノ
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< アーバンライフ㈱取締役社長〉
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北西側から望む六甲アイランド
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ム

虐 瀬吉彦
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今

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
株
式
会
社

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
四
丁
目
四
番
三
号

御
堂
筋
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
１
２
４
４
‐
１
０
１
１

進
取
の
心
を

受
け
継
ぐ
神
戸
を

ｒ
Ｌ
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速
水
僕
は
神
戸
港
に
、
豪
華
客
船
が
何
隻
も
入

港
で
き
る
フ
ロ
リ
ダ
の
よ
う
な
客
船
バ
ー
ス
を
造

っ
て
欲
し
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
地
中
海
に
も
劣
ら

な
い
瀬
戸
内
の
、
の
ど
か
で
美
し
い
風
景
の
な
か

で
の
豪
華
客
船
の
旅
が
楽
し
め
る
は
ず
。

来
春
、
三
月
二
十
四
日
か
ら
神
戸
ｌ
横
浜
間
に

就
航
す
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
号
の
卯
時
間

の
ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
は
、
世
界
の
客

船
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
入
門
編
と
し
て
ぜ
ひ
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
為
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
最
高
級
レ
ベ
ル
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
し
、

下
船
す
る
ま
で
は
、
「
ね
む
ら
せ
ナ
イ
ト
」
と
称

す
る
独
自
の
演
出
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
大

型
マ
リ
ン
・
レ
ジ
ャ
ー
時
代
の
旅
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

上
総
僕
は
、
貨
物
船
た
タ
ン
カ
ー
に
乗
っ
て
い

た
の
で
、
神
戸
は
外
国
航
路
を
終
え
て
最
初
に
入

る
港
。
「
あ
あ
、
日
本
に
帰
っ
て
来
た
な
」
と
六

甲
山
の
山
脈
と
麓
に
拡
が
る
神
戸
の
街
を
い
つ
も

印
象
的
に
眺
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
神
戸
港

は
、
船
乗
り
が
一
番
安
心
す
る
港
。
元
町
の
れ
ん

が
通
り
な
ど
に
は
「
船
乗
り
の
巣
の
よ
う
な
憩
い

の
場
も
あ
り
、
食
物
も
お
い
し
い
し
安
い
。
ど
こ

の
国
で
も
そ
う
で
す
が
、
港
町
の
女
性
は
、
と
て
も

エ
レ
ガ
ン
ト
で
す
。
神
戸
は
日
本
で
一
番
お
し
ゃ

れ
な
街
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
〈
日
本
旅
客
船
株
式
会
社
〉

本
社
〒
Ⅷ
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
４
‐
Ｍ
ｌ
７

恋
０
３
１
６
３
９
１
２
２
９
１

本
店
〒
剛
神
戸
市
中
央
区
磯
辺
通
４
１
２
１
油

神
戸
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
剛

詮
０
７
８
１
２
２
２
１
５
０
０
１

雲
録篭；

‐一一二夢髪ＦＷ／；/；

一
桧
ｈ

Ｆ
ｒ

Ｇ
Ｒ
閤
禰
密

，
恥
寒

L

ノ

帥
年
は
大
型
マ
リ
ン
レ
ジ
ヤ
ー
時
代

神
戸
・
横
浜
を
定
期
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

四
一
一

四
一
一

周周周

亀、

役社長〉

:博
趣一一

速水宣
く日本旅客船株式会社

代表取締イ

上総正
く専務取締役〉
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塁

、

一

観
（
か
ん
）

|’
、
﹈

Ｉ

据
睡
》

、

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
商
業
不
動
産
の
事
業
計
画
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
の
仕
事
の
関
係
上
、
〃
観
る
〃
と
い
う

事
が
、
本
当
に
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
、
及
び
我
が
社
は
、
不
動
産
を
〃
ど
う
活
か
す

か
〃
と
い
う
こ
と
を
ラ
イ
フ
テ
ー
マ
・
企
業
理
念

と
し
て
人
生
を
歩
ん
で
お
り
ま
す
が
、
御
相
談
を

受
け
て
い
る
土
地
・
建
物
を
観
て
、
そ
の
観
じ
方
で

わ
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
〃
観
る
″
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
土
地
・
建
物
を
売
却
す
る
場

合
の
活
か
し
方
、
賃
貸
す
る
場
合
の
活
か
し
方
が

わ
か
っ
て
く
る
の
で
す
。

〃
観
〃
は
〃
勘
″
に
通
じ
、
〃
感
″
に
通
ず
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
私
は
松
本
明
座
先
生
の
「
聖
観
音
菩
薩
」

像
と
、
山
内
雅
夫
先
生
の
四
年
の
油
絵
の
力
作
「
観
」

に
出
逢
え
、
私
の
会
社
に
蛾
き
、
日
々
、
観
じ
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

「
聖
観
音
菩
薩
」
像
は
、
我
が
社
を
守
っ
て
戴
き

な
が
ら
、
真
筆
な
厳
し
い
Ⅱ
で
、
私
に
物
事
の
槻
じ

方
を
教
え
て
戴
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す

し
、
「
観
」
は
、
真
っ
白
い
空
間
の
中
に
、
無
限
の

広
が
り
と
、
新
し
い
輝
き
と
、
伸
び
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方
向
を
観
じ
さ
せ
て
戴
い
て
い
る

よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

今
年
も
エ
ル
ア
イ
シ
ー
は
、
社
員
一
丸
と
な
り
、

夫
々
の
〃
観
〃
を
求
め
て
、
王
道
に
則
り
、
心
を

こ
め
て
お
客
様
方
の
繁
栄
の
為
に
、
屈
せ
ず
、
鵬

び
ず
、
奉
仕
の
精
神
で
、
尽
く
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
２
年
元
旦

〒
剛
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
９
番
地
の
１

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
国
際
交
流
会
館
８
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
１
３
０
２
１
４
０
０
９
個

金

ノ

青木幸夫
く株式謹箭繰悪-〉

§
：＃ 訓
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』

ん
目
で
こ
こ

毒
ま
で
成
長

鴎
す
る
と
は

小
思
っ
て
も

' 』

☆
兵
庫
エ
フ
エ
ム
が

い
よ
い
よ
如
月
開
局

長
年
の
念
願
だ
っ
た
兵
庫
県

に
初
の
民
放
エ
フ
エ
ム
放
送
局

が
開
局
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
師
年
に
民
放
エ
フ
エ
ム

局
の
周
波
数
が
割
当
て
ら
れ
て

か
ら
、
社
の
申
請
と
調
整
が
行

わ
れ
、
昨
年
８
月
に
よ
う
や
く

一
本
化
さ
れ
た
。

正
式
名
称
は
「
兵
庫
エ
フ
エ

ム
ラ
ジ
オ
放
送
株
式
会
社
」
（
上

島
達
司
社
長
）
本
社
は
中
央
区

波
止
場
町
５
１
４
中
突
堤
中
央

ピ
ル
４
Ｆ
。
周
波
数
鯛
。
９
Ｍ

Ｈ
ｚ
で
兵
庫
全
域
を
カ
バ
ー
す

平間淳一さん
ゴのん
ブタは平
オカ家間
トサ業さ

同
局
の
西
田
俊
一
営
業
部
長

は
「
国
際
都
市
ら
し
い
雰
囲
気

と
特
徴
を
生
か
し
て
、
感
性
豊

か
な
リ
ス
ナ
ー
の
要
望
に
応
え

る
局
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
て
い
る
。

ojWbe
B r e a k

Ｌ』

ん
る
。
開
局

言
は
今
年
の

率
、
汽
月
１
日

西
の
予
定
。

☆
イ
ズ
ム
が
第
３
本
社
を
着
工

神
戸
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ｉ

「
㈱
イ
ズ
ム
」
が
、
現
在
加
納

町
に
あ
る
第
１
本
社
ピ
ル
の
正

面
に
第
３
本
社
を
着
工
す
る
。

小
田
倶
義
社
長
は
「
創
業
８
年

113

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
第
３
ビ
ル

の
使
用
開
始
は
満
、
周
年
を
む

か
え
る
平
成
３
年
か
ら
。
そ
の

時
に
は
新
た
な
る
飛
朔
を
し
た

い
と
思
っ
て
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

☆
第
２
回
ポ
ー
ト
ボ
ウ
ル
開
催

〃
ポ
ー
ト
ポ
ウ
ル
〃
と
名
付

け
ら
れ
た
県
立
星
陵
高
校
と
市

立
西
宮
高
校
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
対
抗
戦
が
行
わ

れ
る
。１

月
哩
日
、
ユ
ニ
バ
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
午
前
皿
時
訓
分
か
ら

の
現
役
戦
を
皮
切
り
に
、
記
歳

以
上
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
超
Ｏ

Ｂ
戦
、
若
手
Ｏ
Ｂ
戦
の
３
試
合

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

昭
和
蛎
年
創
部
と
い
う
県
下

最
古
参
の
星
陵
高
に
、
Ｏ
Ｂ
会

が
正
式
発
足
し
た
の
が
３
年
前

の
こ
と
。

そ
れ
を
期
に
ボ
ウ
ル
ゲ
ー
ム

開
催
の
機
運
が
盛
り
上
り
、
昔

か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
校
、
市
立
西

宮
高
と
の
問
で
、
昨
年
１
月
に

〃
第
１
回
ポ
ー
ト
ポ
ウ
ル
〃
が

職

同
番
組
で
は
「
見
る
」
と
い

う
こ
と
を
様
々
な
視
点
か
ら
考

え
る
。
出
演
す
る
に
あ
た
り
乾

ア
ナ
は
大
張
り
切
り
。
「
見
ど

こ
ろ
」
は
充
分
だ
。

☆
最
年
少
受
賞
の
平
間
さ
ん

何
事
も
「
謙
虚
」
に

県
技
能
顕
功
賞
の
表
彰
式
が

ｎ
月
晦
日
、
中
央
区
の
県
公
館

で
行
わ
れ
た
。
同
賞
は
、
優
れ

た
技
能
で
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
、
後
継
者
育
成
に
も
努
め
て

い
る
技
能
者
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
最
年
少
受
賞
者
は
長
田
区

の
写
真
技
師
、
平
間
淳
一
さ
ん

（
妃
）
。

ん
開
催
さ
れ

缶
た
。

光
実
行
委

辻
員
長
を
務

１
月
９
日
午
前
、
時
釦
分
よ

提
供
特
別
番
組
「
み
る
み
え

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
谷
昭

宏
、
兵
庫
教
育
大
学
教
授
の
山

ユ
ア
ー
に
は
掛
布
雅
之
、
堀
ち

》
》
》
》
》
》
》
》
誰
》
犀
鋸

灘

出
演
が
決
ま
っ
て
い
る
。

「
見
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
を
、
ハ
イ

テ
ク
技
術
を
駆
使
し
徹
底
的
に

探
る
。
ま
た
、
西
播
磨
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
大
型
放

射
光
施
設
」
（
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

ｌ
８
）
に
よ
り
何
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
か
が
見
も
の
だ
。

ス
タ
ジ
オ
を
引
き
継
ぎ
２
年
、

職
場
以
外
で
も
神
戸
市
青
少
年

健
全
育
成
委
員
を
務
め
、
周
囲

か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

「
安
易
に
写
真
が
撮
れ
る
時

代
だ
か
ら
、
自
分
が
上
手
だ
と

錯
覚
す
る
若
手
が
多
い
で
す

ね
。
多
分
野
に
わ
た
る
知
識
。

教
養
を
つ
け
、
様
々
な
人
達
に

接
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
自
己

を
振
り
返
る
。
「
謙
虚
さ
」
が

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
平
間
さ
ん
の
、
こ
れ
か
ら

の
後
進
の
指
導
に
期
待
し
た

い
。
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新
し
い
住
家
だ
と
は
知
る
は
ず
が
な
い
。
工
事
音

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
次
々
飼
育
舎
が
完
成
す
る
中
で
我

々
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
動
物
を
移
動
さ
せ
る
か
、
そ

の
策
に
悩
ん
だ
。
何
し
ろ
ク
レ
ー
ン
や
ホ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
は
な
く
、
全
て
が
人
力
作
業
な
の
だ
。

【
苦
心
の
人
力
作
業
】

オ
リ
に
入
っ
た
キ
リ
ン
の
総
重
量
は
一
○
○
○
キ
ロ
は

越
え
る
。
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
斜
め
の
板
橋
（
道
板
と
い
う
）
を

渡
し
椎
が
横
倒
し
に
な
ら
な
い
よ
う
丸
太
コ
ロ
を
敷
き
、

四
方
か
ら
ロ
ー
プ
で
引
き
な
が
ら
、
ソ
ロ
リ
、
ソ
ロ
リ
、

地
上
へ
降
す
の
だ
。
も
し
、
キ
リ
ン
が
濫
の
中
で
暴
れ
だ

し
た
ら
お
終
い
で
あ
る
。
地
上
に
降
す
の
に
三
○
分
、
ほ

っ
と
休
む
間
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
飼
育
舎
へ
運
び
こ
ん

だ
。

一
方
ゾ
ウ
二
頭
は
一
年
以
上
住
み
な
れ
た
部
屋
か
ら
移

動
す
る
こ
と
は
、
至
難
で
あ
る
。
僅
か
二
○
○
メ
ー
ト
ル

と
い
う
近
い
所
に
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
工
事
が
彼
等
の

一
九
五
一
年
三
月
二
○
日
王
子
動
物
園
開
園
（
入
園
料

大
人
二
○
円
、
小
人
一
○
円
）

一
九
五
二
年
五
月
一
日
初
代
園
長
山
本
吉
之
助
氏
就
任
。

着
任
早
々
本
格
的
な
ゾ
ウ
舎
及
ア
シ
カ
池
の
新
築
工
事

着
工
を
し
た
が
、
今
日
の
よ
う
に
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
も
な

く
、
地
下
四
’
五
米
と
い
う
基
礎
の
掘
削
が
全
て
手
掘

り
だ
っ
た
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
カ
ー
も

な
く
、
現
場
で
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
と
電
動
式
ミ
キ
サ
ー
を

回
し
、
砂
に
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ

と
い
う
工
程
は
、
殆
ん
ど
の
場
合
完
成
が
遅
れ
る
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。

一
九
五
三
年
三
月
末
よ
う
や
く
ア
シ
カ
池
が
完
成
し
た

一
九
五
三
年
四
月
一
日
入
園
料
大
人
三
○
円
、
小
人
一

五
円
に
改
正
。

’
九
五
三
年
六
月
末
待
望
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外

堀
で
囲
ま
れ
た
本
格
的
な
ゾ
ウ
舎
が
遂
に
完
成
し
た
。

一
九
五
三
年
九
月
末
さ
ら
に
ま
た
、
木
造
と
は
い
え
、

当
時
と
し
て
は
他
の
動
物
園
に
負
け
な
い
キ
リ
ン
舎
も

旧諏訪山動物函からそっくり運んだモンキーホール

し
、
た
い
へ
ん
な
人
気
と
な
っ
た
。
シ
ョ
ウ
の
最
後
は
学

童
六
人
を
背
に
乗
せ
て
運
動
場
を
一
周
し
た
。
「
ハ
イ
、

５
１
１
１
１

ぐ
る
こ
と
を
異
常
に
嫌
う
の
で
あ
る
。

一
九
五
○
年
三
月
二
四
日
ゾ
ウ
（
摩
耶
子
）
東
灘
貨

物
駅
に
到
着
、
徒
歩
で
神
戸
博
会
場
へ
到
着
。
そ
の
第
一

号
飼
育
係
が
私
で
あ
っ
た
。
以
来
泊
り
こ
み
、
ヒ
ザ
を
折

っ
て
の
あ
い
さ
つ
、
碁
盤
乗
り
、
ラ
ン
グ
イ
渡
り
、
ラ
ッ

パ
吹
き
を
調
教
。
ゾ
ウ
舎
前
で
の
『
ゾ
ウ
の
演
芸
』
を
催

険
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
。
野
生
ゾ
ウ
を
捕
獲
す
る
と
き
、

丸
太
で
巨
大
な
迷
路
を
作
っ
て
捕
え
る
、
そ
れ
を
ゲ
ッ
タ

と
呼
ぶ
。
と
に
か
く
体
の
大
き
い
ゾ
ウ
は
狭
い
門
柱
を
く

■

さ
く
、 完

成
を
見
た
。

ゾ
ウ
の
最
も
嫌
い
な
丸
太
の
足
組
が
常
に
身
の
危

h d

が
う
る

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ハ
イ
、
ハ
イ
」
手
を
上
げ
る
学
童
を
選
ぶ
時
が
人
気
の
頂

天
だ
っ
た
。

そ
の
摩
耶
子
を
連
れ
、
豊
岡
、
姫
路
、
赤
穂
、
米
子
、

和
歌
山
（
橋
本
町
）
、
四
国
鳴
門
な
ど
へ
貨
車
に
乗
せ
出
張

公
演
に
二
人
（
？
）
で
出
か
け
た
。
出
張
中
、
貨
車
に
乗

り
込
む
時
と
会
場
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
く
ぐ
る
時
に
何
度
暴

走
し
た
か
分
ら
な
い
。
と
に
か
く
狭
い
門
柱
を
く
ぐ
る
こ

と
を
異
常
な
ほ
ど
嫌
う
の
で
あ
る
。

【
ゾ
ウ
と
縄
引
き
。
汗
だ
く
の
宿
替
え
】

新
築
の
ゾ
ウ
舎
は
深
さ
二
米
二
○
×
巾
二
米
の
堀
で
囲

み
、
ゾ
ウ
を
運
び
込
む
巨
大
な
鉄
戸
（
引
戸
）
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
二
頭
の
ゾ
ウ
を
歩
か
せ
入
れ
る
の

だ
。
足
に
ク
サ
リ
を
つ
け
龍
耳
か
せ
も
着
け
た
。
出
張
に

馴
れ
て
い
た
摩
耶
子
は
落
着
い
て
い
た
。
い
つ
も
留
守
番

役
だ
っ
た
諏
訪
子
は
や
は
り
ク
サ
リ
を
つ
け
る
と
興
奮
し

た
。
さ
て
移
動
は
二
頭
同
時
よ
り
も
摩
耶
子
を
先
に
し
た

ら
、
も
し
暴
走
し
た
時
は
残
っ
て
い
る
諏
訪
子
の
部
屋
に

駈
け
込
む
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
諏
訪
子
を
旧
舎
の
部
屋
に
ク

サ
リ
で
繋
い
で
お
き
扉
は
開
け
放
っ
た
ま
ま
に
し
た
。

「
歩
け
／
」

私
の
サ
イ
ン
に
摩
耶
子
は
ゆ
っ
く
り
旧
舎
か
ら
園
内
に

出
た
。
お
よ
そ
五
○
米
。
新
舎
に
向
け
歩
い
た
が
、
突
然

止
っ
た
。
シ
ュ
、
シ
ュ
、
シ
ュ
ー
、
や
は
り
反
抗
的
だ
。

私
以
外
の
作
業
員
を
足
で
蹴
り
鼻
で
突
き
の
け
る
。
足
の

ク
サ
リ
に
太
い
ロ
ー
プ
を
つ
け
、
そ
の
ロ
ー
プ
を
三
’
四

人
で
引
く
が
、
ず
る
ず
る
と
引
き
ず
ら
れ
た
。

「
電
柱
に
巻
き
つ
け
る
ノ
」
松
村
副
園
長
の
大
声
だ
。

ガ
ッ
ー
ン
。
後
へ
さ
が
る
摩
耶
子
の
力
が
ロ
ー
プ
を
棒

状
に
し
て
し
ま
う
。
す
ご
い
力
だ
。
三
メ
ー
ト
ル
進
ん
で

は
園
内
の
大
木
に
ロ
ー
プ
を
巻
く
、
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
で

は
動
物
舎
の
鉄
柵
に
止
め
た
。
ま
さ
に
シ
ャ
ク
ト
リ
虫
移

Ｐ

人気者の摩耶子達も大喜びだった。

|_可

動
だ
。
移
動
開
始
一
時
間
、
よ
う
や
く
新
舎
へ
の
扉
に
た

ど
り
つ
い
た
が
、
こ
こ
で
ま
た
摩
耶
子
は
大
声
を
出
し
激

し
く
抵
抗
し
た
。
し
か
し
、
エ
サ
と
水
を
飲
ま
せ
一
歩
一

歩
足
を
引
き
ず
る
よ
う
に
よ
う
や
く
の
こ
と
部
屋
の
パ
イ

プ
に
繋
ぎ
止
め
た
。
さ
て
、
残
っ
た
諏
訪
子
で
あ
る
。
汗
だ

く
の
我
々
は
も
う
疲
れ
き
っ
て
い
た
が
休
む
間
も
な
く
、

連
れ
だ
し
た
。
耳
を
広
げ
頭
を
上
げ
、
激
し
く
興
奮
し
て

い
る
。
だ
が
、
突
然
歩
き
だ
し
た
。
ジ
ャ
リ
ン
、
ジ
ャ
リ

ン
、
ジ
ャ
リ
ン
、
我
々
を
押
し
の
け
る
よ
う
に
歩
く
。
あ

れ
、
あ
れ
、
あ
れ
、
な
ん
と
自
か
ら
摩
耶
子
の
い
る
新
し

い
ゾ
ウ
舎
へ
向
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

「
よ
か
っ
た
、
う
ま
く
い
っ
た
／
●
」

ニ
コ
ニ
コ
し
た
山
本
吉
之
助
園
長
の
眼
鏡
の
顔
が
今
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。

〒
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